
常
議
員

伊
藤　

峰
子
し
ぼ
り
や

伊
藤
陽
一
朗
㈱
安
全

今
西　

政
和
㈲
大
和
屋
呉
服
店

岩
野　

秀
樹
㈱
百
五
銀
行

亀
山
支
店

江
龍　
　

康
シ
ャ
ー
プ
㈱

亀
山
工
場

大
萱　

宗
靖
関
チ
ッ
プ
工
業
㈱

折
戸　

保
文
昭
和
パ
ッ
ク
ス
㈱

亀
山
工
場

笠
井　

紀
彦
㈱
日
商

川
瀬　
　

宏
㈱
川
瀬
木
工
業
所

小
菅　

洋
幸
㈱
亀
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

塩
澤　
　

学
日
東
電
工
㈱

亀
山
事
業
所

繁
地　

勇
幸
リ
ケ
ン
テ
ク
ノ
ス
㈱

三
重
工
場

清
水　

保
昌
㈱
清
水
製
作
所

田
島　

誠
雄
田
島
シ
ル
ク
㈱

田
中
康
一
郎
亀
山
製
絲
㈱

谷
川　

花
子
カ
メ
ヤ
マ
㈱

豊
田　

和
人
㈲
豊
田
衛
生

豊
田　
　

勉
中
日
運
輸
㈱

中
川　

賢
一
㈲
シ
ラ
カ
ワ

中
島　
　

高
亀
山
瓦
斯
㈲

野
路　

弘
行
古
河
電
気
工
業
㈱

三
重
事
業
所

本
城　

直
哉
本
城
商
事
㈱

保
田　

浩
紀
㈲
保
田
ガ
ラ
ス
店

山
内　

章
央
㈲
山
内
建
設

山
本　

佳
秀
㈱
栃
木
屋

会
頭

副
会
頭

専
務
理
事

坂
口　

一
郎
亀
山
商
工
会
議
所

監
　
事

岩
田　

久
嗣
㈱
岩
田
油
店

向
井　

東
三
㈲
む
か
い

一
号
議
員

石
井　

朋
子
㈱
さ
か
き
や
葬
祭

伊
藤　

晴
之
㈲
瑞
宝
軒

伊
藤　

峰
子
し
ぼ
り
や

岩
佐　

憲
治
亀
山
急
送
㈱

岩
田　

久
嗣
㈱
岩
田
油
店

打
田　

裕
也
打
田
塗
装
工
業
㈲

大
萱　

宗
靖
関
チ
ッ
プ
工
業
㈱

扇
谷　
　

宏
北
伊
勢
上
野
信
用
金
庫

亀
山
支
店

太
田　

光
俊
太
田
自
動
車
整
備
工
場

大
橋　

尚
貴
大
橋
建
設
㈱

大
森　

文
男
㈲
大
森
電
気
工
業
所

落
合　

英
治
落
合
プ
ロ
パ
ン
㈲

笠
井　

紀
彦
㈱
日
商

笠
間　
　

清
㈲
亀
山
ス
ポ
ー
ツ

片
山　

一
良
㈲
片
山
石
油
店

神
野　

隆
之
㈱
神
野
工
業

川
瀬　
　

宏
㈱
川
瀬
木
工
業
所

川
森　

浩
司
㈱
セ
キ
デ
ン

草
河　

伸
一
㈲
草
河
乳
業

久
保
田
幸
伸
久
保
田
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

蔵
城　

正
記
㈱
ス
ズ
ヤ

小
菅　
　

卓
㈲
小
菅
金
物

小
菅　

洋
幸
㈱
亀
山
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー

小
菅　
　

真
㈲
小
菅
屋

小
林　

勝
彦
㈲
小
林
フ
ァ
ー
ム

坂　
　

義
明
三
栄
林
産
㈱

酒
井　

正
人
ナ
カ
ヤ
玩
具
店

櫻
井　

健
司
㈱
櫻
井
畜
産

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

櫻
井　

八
郎
㈱
プ
ラ
ザ
チ
ェ
ー
ン

末
﨑　

和
博
㈲
Ｅ
．Ｎ
．

田
島　

誠
雄
田
島
シ
ル
ク
㈱

田
中　

克
彦
㈲
田
中
佛
檀
店

田
中
康
一
郎
亀
山
製
絲
㈱

谷
川　

花
子
カ
メ
ヤ
マ
㈱

刀
根　
　

勝
亀
山
交
通
㈱

豊
田　

和
人
㈲
豊
田
衛
生

豊
田　
　

勉
中
日
運
輸
㈱

豊
田　

知
生
㈱
夢
生
商
会

中
川　

崇
沖
白
川
建
設
㈱

中
島　
　

高
亀
山
瓦
斯
㈲

中
野　

郁
子
中
野
久
生
土
地
家
屋

調
査
士
事
務
所

中
村　

孝
迪
駐
輪
・
駐
車
場

な
か
む
ら

中
村　

健

㈱
第
三
銀
行

亀
山
支
店

長
田　

隆
尚
㈱
長
田
建
材
店

服
部　

亜
樹
㈲
深
川
屋

服
部　

和
史
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

服
部
和
史
事
務
所

服
部　

昌
弘
㈱
服
部
工
務
店

林
口　

朋
一
㈱
ホ
ン
ダ
オ
ー
ト
三
重

亀
山
店

平
子　

秀
人
㈱
ハ
イ
テ
ッ
ク

堀
田　
　

浩
堀
田
ス
ポ
ー
ツ
開
発
㈱

堀
田　
　

誠
堀
田
建
設
㈱

松
井　

幸
紀
松
井
電
気

光
本　

壽
一
㈱
三
扇

宮
西　
　

寛
㈱
宮
長

向
井　

東
三
㈲
む
か
い

村
山　

竹
則
㈱
村
山
ガ
ス

森　
　

順
一
㈲
名
阪
レ
ン
タ
カ
ー

保
田　

浩
紀
㈲
保
田
ガ
ラ
ス
店

山
口　

哲
生
㈱
三
重
銀
行

亀
山
中
央
支
店

山
本　

佳
秀
㈱
栃
木
屋

横
沢　
　

宏
㈱
菱
電
三
重
製
作
所

米
川　

孝
一
㈱
一
誠
堂

米
川
宗
太
郎
米
川
宗
七
活
版
所

若
菜　

淳
二
㈲
写
真
の
ワ
カ
ナ

二
号
議
員

今
西　

政
和
㈲
大
和
屋
呉
服
店

清
水　

保
昌
㈱
清
水
製
作
所

岩
野　

秀
樹
㈱
百
五
銀
行

亀
山
支
店

本
城　

直
哉
本
城
商
事
㈱

山
内　

章
央
㈲
山
内
建
設

伊
藤
陽
一
朗
㈱
安
全

中
川　

賢
一
㈲
シ
ラ
カ
ワ

71
2019年11月

亀山商工会議所
〒519-0124 亀山市東御幸町３９-８
TEL 0595-82-1331 FAX 0595-82-8987

　 kameyamacci で検索
http://kameyama-cci.or.jp
http://kameyama-shop.jp/〈亀山あきない BLOG〉
http://www.kameyama-yeg.jp〈青年部〉

ゆうメール

１．新役員・議員紹介
２．委員会組織
　　正副部会長
　　表彰式・記念講演
３．各部会活動報告
４．相談所
５．青年部・女性部
６．会員紹介
　　新入会員紹介
　　会員入会募集
　　スケジュール

目　　次
料金後納

郵便

　

10
月
29
日(

火)

臨
時
議
員
総
会
を
亀
山
商
工
会
館
に
て
開
催
し
、
新
し
い
役
員
の
方
々
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
改
選

の
た
め
、
議
員
や
正
副
委
員
長
・
部
会
長
の
皆
様
も
臨
時
議
員
総
会
に
先
立
ち
当
選
、
選
任
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
議
　
員

　
役
　
員

堀　田　　誠
堀田建設㈱
代表取締役

川　森　浩　司
㈱セキデン
代表取締役

櫻　井　八　郎
㈱プラザチェーン

代表取締役

岩　佐　憲　治
亀山急送㈱

代表取締役会長

任
期
：
令
和
元
年
11
月
１
日
～

　
　
　
令
和
４
年
10
月
31
日

新
役
員
並
び
に
議
員
の
ご
紹
介
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三
号
議
員

内
山　

浩
治
㈱
ス
チ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

亀
山
事
業
所

江
龍　
　

康
シ
ャ
ー
プ
㈱

亀
山
工
場

折
戸　

保
文
昭
和
パ
ッ
ク
ス
㈱

亀
山
工
場

小
出　

淳
夫
協
同
油
脂
㈱

亀
山
事
業
所

塩
澤　
　

学
日
東
電
工
㈱

亀
山
事
業
所

繁
地　

勇
幸
リ
ケ
ン
テ
ク
ノ
ス
㈱

三
重
工
場

土
肥　

数
幸
凸
版
印
刷
㈱

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
事
業
本
部

中
島　

憲
一
東
洋
電
装
㈱

亀
山
工
場

野
路　

弘
行
古
河
電
気
工
業
㈱

三
重
事
業
所

委
員
会
の
組
織
に
つ
い
て

〇
常
設
委
員
会

　
企
画
運
営
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委 

員 

長　

豊
田　

和
人

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

野
路　

弘
行

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

山
本　

佳
秀

　
地
域
活
性
化
対
策
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委 

員 

長　

今
西　

政
和

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

塩
澤　
　

学

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

伊
藤　

峰
子

　
会
員
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委 

員 

長　

本
城　

直
哉

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

繁
地　

勇
幸

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

岩
野　

秀
樹

〇�

特
別
委
員
会

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
誘
致
活
用
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委 

員 

長　

櫻
井　

八
郎

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

堀
田　
　

誠

　
　
　
　
　
　
　
　

〃　
　

野
路　

弘
行

　
創
立
70
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

委 

員 

長　

川
森　

浩
司

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

塩
澤　
　

学

　

去
る
10
月
29
日（
火
）午
後
３
時
よ
り
亀

山
商
工
会
館
に
て
第
43
回
亀
山
商
工
会
議

所
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、永
年
に
亘
り
当
所
の
組

織
・
運
営
並
び
に
各
種
事
業
活
動
に
対
し

ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
次
の
役
員
・
議
員
13

名
に
岩
佐
会
頭
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
を
行

い
ま
し
た
。

亀
山
商
工
会
議
所

永
年
在
任
役
員
議
員
表
彰

役
員
50
年 

田
島 

誠
雄 

田
島
シ
ル
ク
㈱

　

〃　
　

 

中
島 　

高 

亀
山
瓦
斯
㈲

　
　

40
年 

岸　

 

英
毅 

岸
牛
乳
店

　
　

30
年 

小
菅 

洋
幸 �

㈱
亀
山
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　

20
年 

岩
佐 

憲
治 

亀
山
急
送
㈱

　

〃　
　

 

川
森 

浩
司 

㈱
セ
キ
デ
ン

議
員
50
年 

尾
㟢 

正
幸 

尾
㟢
酒
店

　
　

40
年 

大
森 

文
男 

㈲
大
森
電
気
工
業
所

　

〃　
　

 

小
菅 　

卓 

㈲
小
菅
金
物

　
　

30
年 

内
山 

浩
治 �

㈱
ス
チ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
亀
山
事
業
所

　

〃　
　

 

西
村 

和
荿 

㈲
ニ
シ
ム
ラ

　
　

20
年 

川
瀬 　

宏 

㈱
川
瀬
木
工
業
所

　

〃　
　

 

佐
熊 

雄
二 

㈲
さ
く
ま
衣
装

　

次
に
永
年
に
亘
り
会
員
事
業
所
に
勤
務

さ
れ
事
業
所
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
永
年

勤
続
優
良
従
業
員
43
名
及
び
永
年
勤
続
亀

山
商
工
会
議
所
職
員
３
名
の
表
彰
を
行
い

ま
し
た
。

第
43
回
亀
山
商
工
会
議
所
表
彰
式
を
開
催

記
念
講
演
会

　

表
彰
式
に
続
き
、関
西
学
院
大
学
教
授

の
村
尾 

信
尚 

氏
を
お
招
き
し
、「
こ
れ
か

ら
の
亀
山
を
考
え
る
」と
題
し
て
、記
念
講

演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

村
尾
氏
は
、現
在
、日
本
が
置
か
れ
て
い

る
危
機
的
な
財
政
状
況
に
つ
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
さ
れ
、そ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、色
々
な
取
り
組
み
が
必
要
で
、亀
山
市

に
つ
い
て
は
、災
害
に
強
く
、交
通
の
要
衝

で
あ
り
、ま
た
、歴
史
豊
か
で
あ
っ
て
、産

業
基
地
と
し
て
、ま
た
、外
国
人
観
光
か
ら

も
可
能
性
が
あ
る
な
ど
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

商
業
部
会

部 

会 

長　

今
西　

政
和 

㈲
大
和
屋
呉
服
店

副
部
会
長　

伊
藤　

晴
之 

㈲
瑞
宝
軒

　
　

〃　
　

櫻
井　

健
司 

㈱
櫻
井
畜
産　
　
　

ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

　

工
業
部
会

部 

会 

長　

清
水　

保
昌 

㈱
清
水
製
作
所

副
部
会
長　

内
山　

浩
治 

㈱
ス
チ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

亀
山
事
業
所　
　

　
　

〃　
　

渡
邉　

尚
俊 

㈱
ナ
ベ
カ

　
金
融
部
会

部 

会 

長　

岩
野　

秀
樹 

㈱
百
五
銀
行
亀
山
支
店

副
部
会
長　

山
口　

哲
生 

㈱
三
重
銀
行
亀
山
中
央
支
店

　
　

〃　
　

藤
田　

克
行 

㈱
藤
田
保
険
Ｐｒｏ
．

　
交
通
運
輸
部
会

部 

会 
長　

本
城　

直
哉 

本
城
商
事
㈱

副
部
会
長　

豊
田　
　

勉 

中
日
運
輸
㈱

　
　

〃　
　

荒
木　

敏
春 

㈱
荒
河
観
光

　
建
設
部
会

部 

会 

長　

山
内　

章
央 
㈲
山
内
建
設

副
部
会
長　

大
森　

文
男 
㈲
大
森
電
気
工
業
所

　
　

〃　
　

森　
　

義
昭 
㈲
森
水
道

　
観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

部 

会 

長　

伊
藤
陽
一
朗 

㈱
安
全

副
部
会
長　

森　
　

順
一 

㈲
名
阪
レ
ン
タ
カ
ー

　
　

〃　
　

末
﨑　

和
博 

㈲
Ｅ
．Ｎ
．

　
庶
業
部
会

部 

会 

長　

中
川　

賢
一 

㈲
シ
ラ
カ
ワ

副
部
会
長　

安
藤　

利
正 

㈲
安
藤
商
会

　
　

〃　
　

服
部　

和
史 

司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査
士

服
部
和
史
事
務
所　
　
　
　

正
副
部
会
長
の
ご
紹
介
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去
る
８
月
21
日（
水
）に
当
所
の
金
融
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
岩
野
部

会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
、協

議
事
項
に
入
り
ま
し
た
。協
議
事
項
で
は

本
年
度
任
期
満
了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の
選

任
、令
和
元
年
度
の
部
会
事
業
活
動
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
の
部
会
事
業
と
し
ま
し
て

は
、他
部
会
と
の
合
同
視
察
見
学
会
及
び

恒
例
と
な
り
ま
し
た
新
春
経
済
講
演
会
を

開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

庶
業
部
会

　

去
る
８
月
23
日（
金
）に
当
所
の
庶
業
部

会
と
、そ
れ
に
先
立
ち
、正
副
部
会
長
会
議
、

幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。会
議
で
は
、担

当
副
会
頭
の
櫻
井
副
会
頭
と
中
川
部
会
長

か
ら
の
ご
挨
拶
の
後
、議
事
に
入
り
ま
し

た
。協
議
事
項
で
は
、こ
の
た
び
の
三
年
に

一
度
の
改
選
期
に
あ
た
り
、次
期
の
正
副

部
会
長
・
幹
事
及
び
２
号
議
員
の
選
任
と
、

令
和
元
年
度
の
部
会
事
業
活
動
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、諸
会
議
の
終
了
後
、引
き
続
き
、

部
会
員
懇
談
会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、相

互
の
交
流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

観
光
サ
ー
ビ
ス
部
会

　

去
る
９
月
３
日（
火
）に
当
所
の
観
光

サ
ー
ビ
ス
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。部
会

で
は
森
副
部
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ

い
た
後
に
協
議
事
項
に
は
い
り
ま
し
た
。

協
議
事
項
で
は
本
年
度
任
期
満
了
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、次
期
の
正
副
部
会
長
及
び

２
号
議
員
の
選
定
、令
和
元
年
度
の
部
会

活
動
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
＆
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
初
級
」を
テ
ー

マ
に
ミ
ニ
ッ
ツ
ア
ッ
プ 

代
表 

田
村 

光 

氏

を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

工
業
部
会

　

去
る
９
月
５
日（
木
）に
当
所
の
工
業
部

会
と
、そ
れ
に
先
立
ち
、正
副
部
会
長
会
議
、

幹
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。会
議
で
は
、担

当
副
会
頭
の
川
森
副
会
頭
と
清
水
部
会
長

か
ら
の
ご
挨
拶
の
後
、議
事
に
入
り
ま
し

た
。協
議
事
項
で
は
、こ
の
た
び
の
三
年
に

一
度
の
改
選
期
に
あ
た
り
、次
期
の
正
副

部
会
長
・
幹
事
及
び
２
号
議
員
の
選
任
と
、

令
和
元
年
度
の
部
会
事
業
活
動
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、諸
会
議
の
終
了
後
、引
き
続
き
、

「
も
う
こ
こ
ま
で
来
て
い
る
自
動
運
転
」を

テ
ー
マ
に
、オ
ー
ト
イ
ン
サ
イ
ト
㈱
代
表

で
、技
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
編
集
者
の
鶴

原 

吉
郎 

氏
を
招
い
て
、も
の
づ
く
り
最

前
線
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、多

数
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

交
通
運
輸
部
会

　

去
る
９
月
11
日（
水
）に
当
所
の
交
通
運

輸
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
担

当
副
会
頭
で
あ
り
ま
す
、川
森
副
会
頭
と

本
城
部
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た

後
に
協
議
事
項
に
入
り
ま
し
た
。協
議
事

項
で
は
本
年
度
任
期
満
了
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議

員
の
選
定
、令
和
元
年
度
の
部
会
活
動
に

つ
い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

亀山商工会館　会場利用のご案内 　亀山商工会館では会場の貸し出しを行
なっており、会議・研修・セミナー・パー
ティー・展示会等でホール、会議室、日本
間をご利用いただけます。それぞれの定
員の目安は、２階大ホール（教室型60名）、
２階日本間（ロの字型30名）、３階会議室
（教室型30名）となっております。詳細に
つきましては、当所ホームページ参照、ま
たは当所までお問合せください。

室　　名 使用目的 9~13 時 13~17 時 17~20 時 9~17 時 13~20 時 9~20 時

２階 大ホール 会合 15,000 15,000 15,000 20,000 20,000 30,000
パｰﾃｨ 20,000 20,000 20,000 30,000 30,000 40,000

〃
（半面）

会合 10,000 10,000 10,000 15,000 15,000 20,000
パｰﾃｨ 15,000 15,000 15,000 20,000 20,000 30,000

２階 日本間
（30帖） 会合 8,000 8,000 8,000 12,000 12,000 20,000

〃
（15帖） 会合 4,000 4,000 4,000 7,000 7,000 10,000

３階 会議室 会合 10,000 10,000 10,000 15,000 15,000 20,000
使用料（単位：円） ※税別

　

ま
た
当
日
は
、「
働
き
方
改
革
へ
の
実
務

対
応
」を
テ
ー
マ
に
横
浜
リ
ン
ケ
ー
ジ
社

労
士
事
務
所 

代
表 

兼 

特
定
社
会
保
険
労

務
士 

蔵
中 

一
浩 

氏
を
招
い
て
、当
所
の

建
設
部
会
と
合
同
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
し
た
。

建
設
部
会

　

去
る
９
月
11
日（
水
）に
当
所
の
交
通
運

輸
部
会
を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
山

内
部
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後

に
協
議
事
項
に
入
り
ま
し
た
。協
議
事
項

で
は
本
年
度
任
期
満
了
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員

の
選
定
、令
和
元
年
度
の
部
会
活
動
に
つ

い
て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
は
、「
働
き
方
改
革
へ
の
実
務

対
応
」を
テ
ー
マ
に
横
浜
リ
ン
ケ
ー
ジ
社

労
士
事
務
所 

代
表 

兼 

特
定
社
会
保
険
労

務
士 

蔵
中 

一
浩 

氏
を
招
い
て
、当
所
の

交
通
運
輸
部
会
と
合
同
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
ま
し
た
。

商
業
部
会

　

去
る
９
月
13
日（
金
）に
当
所
の
商
業
部

会
を
開
催
し
ま
し
た
。部
会
で
は
今
西
部

会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
後
に
協

議
事
項
に
は
い
り
ま
し
た
。協
議
事
項
で

は
本
年
度
任
期
満
了
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

次
期
の
正
副
部
会
長
及
び
２
号
議
員
の
選

定
、令
和
元
年
度
の
部
会
活
動
に
つ
い
て

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
日
は「
知
っ
て
お
き
た
い
！
働

き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
」を
テ
ー
マ
に
う
め

だ
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所 

梅
田 

彩
加 

氏
を
招
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

金
融
部
会
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キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
の

加
盟
店
登
録
の
ご
案
内

　

10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に

伴
う
需
要
平
準
化
対
策
と
し
て
、国
に
よ

る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業

が
令
和
２
年
６
月
30
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

要
件
を
満
た
す
中
小
・
小
規
模
事
業
者

の
方
は
事
業
実
施
期
間
中
で
あ
れ
ば
随
時

加
盟
店
登
録
が
可
能
で
す
の
で
、是
非
ご

検
討
く
だ
さ
い
。

◆
事
業
の
概
要

　

消
費
税
率
引
上
げ
後
の
９
カ
月
間
に
限

り
、中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
よ
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
手
段
を
使
っ
た
消
費
者
へ
の

５
％（
又
は
２
％
）の
ポ
イ
ン
ト
還
元
が
行

わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、事
業
所
へ
の
決
済
端
末
の
設
置

費
用
等
が
無
料
の
他
、実
施
期
間
中
の
事

業
者
が
負
担
す
る
決
済
手
数
料
の
補
助
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
対
象
の
決
済
手
段

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、デ
ビ
ッ
ト
カ
ー

ド
、電
子
マ
ネ
ー
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
な
ど
電
子

的
に
繰
り
返
し
利
用
で
き
る
決
済
手
段
が

対
象
で
す
。

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業

https://cashless.go.jp/

部
を
除
き
、労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
し

て
い
る
場
合
、事
業
主
又
は
労
働
者
の
意

思
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
必
ず
加
入
す

る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
労
災
保
険
と
は
》

　

業
務
上
の
事
由
又
は
通
勤
に
よ
る
労
働

者
の
負
傷
、疾
病
、障
害
又
は
死
亡
等
に
対

し
て
、迅
速
か
つ
公
正
な
保
護
を
す
る
た

め
、必
要
な
給
付
を
行
う
こ
と
等
を
目
的

と
し
た
制
度
で
す
。

《
雇
用
保
険
と
は
》

　

労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図

り
、失
業
し
た
際
に
再
就
職
を
促
進
す
る

た
め
の
能
力
の
開
発
・
向
上
等
の
各
種
の

援
助
を
行
う
等
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

《
費
用
徴
収
制
度
と
は
》

　

事
業
主
が「
故
意
」又
は「
重
大
な
過
失
」

に
よ
り
労
災
保
険
の
成
立
手
続
を
行
わ
な

い
期
間
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、遡
っ

て
保
険
料
を
徴
収
す
る
他
、労
災
給
付
額

の
一
部
又
は
全
部
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す

る
制
度
で
す
。

《
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

税
を
考
え
る
週
間
行
事
の
ご
案
内

①
日　

時　

令
和
元
年
11
月
10
日（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
15
時
15
分

②
場　

所　

鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

１
階
サ
ブ
コ
ー
ト

③
内　

容　

・�「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
・
絵
は
が
き

コ
ン
ク
ー
ル
」表
彰
式
・
入
賞
作
品
展
示

・�「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
税
の

標
語
」表
彰
式
・
入
賞
作
品
展
示

三
重
県
最
低
賃
金
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

　
「
三
重
県
最
低
賃
金
」が
１
時
間
あ
た
り

８
７
３
円
と
な
り
ま
し
た
。「
三
重
県
最
低

賃
金
」は
、県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用
形
態
や
年
齢

を
問
い
ま
せ
ん
。な
お
、特
定
の
産
業
に
該

当
す
る
事
業
場
で
働
く
労
働
者
に
は
、「
特

定（
産
業
別
）最
低
賃
金
」が
適
用
さ
れ
ま

す
。ま
た
、派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、派

遣
先
の
地
域
別
最
低
賃
金
又
は
特
定（
産

業
別
）最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、通

常
の
労
働
時
間
、労
働
日
に
対
応
す
る
賃

金
に
限
ら
れ
ま
す
。具
体
的
に
は
、実
際
に

支
払
う
賃
金
か
ら
次
の
賃
金
を
除
外
し
た

も
の
が
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
精
皆
勤
手
当
、通
勤
手
当
、家
族
手
当

②
時
間
外
、休
日
及
び
深
夜
割
増
賃
金

③
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

④�

１
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金

【
お
問
合
せ
先
】

　

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
５
９-

２
２
６-

２
１
０
８

労
働
保
険
の
加
入
手
続
は
お
す
み
で
す
か
！

　

労
働
保
険（「
労
災
保
険
」と「
雇
用
保

険
」）は
、政
府
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る
強

制
的
な
保
険
で
あ
り
、農
林
水
産
業
の
一

談
所
コ
ー
ナ
ー

相

・
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

※�

な
お
、作
品
展
示
は
11
月
11
日（
月
）か

ら
11
月
24
日（
日
）ま
で
の
期
間
に
鈴
鹿

ハ
ン
タ
ー
１
階
東
入
口
特
設
会
場
で
行

い
ま
す
。

④
主　

催　

鈴
鹿
税
務
連
絡
協
議
会

⑤
共　

催　

鈴
鹿
税
務
署

【
お
問
合
せ
先
】

　

東
海
税
理
士
会
鈴
鹿
支
部

　

℡
０
５
９-

３
８
２-

７
７
１
５

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
及
び

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会
の
ご
案
内

　

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
及

び
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
等
説
明
会
を
左

記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

令
和
元
年
11
月
26
日（
火
）

（
午
前
の
部
）

　

決
算
等
説
明
会　
　

10
時
～
11
時
30
分

　

軽
減
税
率
説
明
会　

11
時
30
分
～
12
時

（
午
後
の
部
）

　

決
算
等
説
明
会　
　

13
時
30
分
～
15
時

　

軽
減
税
率
説
明
会　

15
時
～
15
時
30
分

◆
会
場

　

三
重
県
鈴
鹿
庁
舎 

４
階 

46
会
議
室

　
（
鈴
鹿
市
西
条
５
丁
目
１
１
７
）

【
お
問
合
せ
先
】

　

鈴
鹿
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　

記
帳
指
導
担
当
（
中
澤
）

　

℡
０
５
９-

３
８
２-

０
３
５
３

〈
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http://w
w
w
.nta.go.jp

－ 4 －



９
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

去
る
９
月
20
日（
金
）19
時
30
分
よ
り
亀

山
商
工
会
館
２
階
ホ
ー
ル
に
て
研
修
委
員

会
担
当
で
９
月
例
会
を
開
催
し
、36
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
講
師
に
資
産
運
用

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱ 

木
全 

正
博 
氏
及
び
林 

純
子 

氏
を
お
招
き
し
て「
株
式
投
資
に
よ

る
資
産
運
用
に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、資
産
運
用
の
手
段
の
ひ
と
つ

で
あ
る
株
式
投
資
の
株
式
の
基
礎
か
ら
配

当
金
を
中
心
に
考
え
る
資
産
運
用
の
実
践

方
法
ま
で
を
ご
講
演
い
た
だ
き
、資
産
の

増
や
し
方
、守
り
方
等
の
資
産
運
用
を
学

ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

株
式
は
投
資
を
行
う
人
と
株
式
会
社

を
結
び
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、世
の
中

の
お
金
を
有

効
的
に
活
用

さ
せ
て
経
済

を
発
展
さ
せ

る
役
割
を
果

た
し
ま
す
と

講
師
か
ら
の

お
話
も
あ
り
、

参
加
者
も
熱

心
に
話
を
聞

い
て
お
り
、

有
意
義
な
例

会
と
な
り
ま

し
た
。

三
重
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

熊
野
総
会
へ
参
加
し
ま
し
た

　

去
る
10
月
25
日（
金
）熊
野
市
文
化
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
、三
重
県
商
工
会
議
所
女

性
会
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、当
女
性

部
よ
り
小
菅
会
長
を
は
じ
め
と
し
た
計
10

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
雨
天
の
た
め
、総
会
開
催
前
の

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
は
当
初
予
定
さ
れ
て

い
た
熊
野
古
道
歩
き
か
ら
変
更
に
な
り
ま

し
た
が
、熊
野
の
魅
力
を
改
め
て
知
る
良

い
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
平
成
30
年
度
事
業
報
告
・
収

支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、す
べ

て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、熊

野
女
性
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
み

な
が
ら
交
流
を

行
い
、盛
況
の

な
か
閉
会
し
ま

し
た
。

　

去
る
９
月
７
日（
土
）愛
知
県
刈
谷
市
に

て
第
32
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
刈
谷
大
会

が「
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｓ　

Ｙ
Ｅ
Ｇ
～
同
志

と
織
り
な
せ
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
絆
、新
た
な
時
代

に
の
っ
刈
谷
！
～
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ

れ
、当
青
年
部
会
員
23
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

刈
谷
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
を
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
、記
念
式
典
、各
分

科
会
、大
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

分
科
会
は
刈
谷
市
内
各
地
で
開
催
さ
れ
、

当
青
年
部
の
多
く
が
参
加
し
た
第
１
分
科

会
で
は
、コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
古
市 

憲
寿 

氏
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
新
た
な
時
代
の
生
き
方
改
革
～

私
た
ち
が
描
く
未
来
！
～
」に
つ
い
て
ご

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
最
後
に
は
参
加
者
全
員

で
懇
親
会
を
行
い
、冒
頭
で
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
に
よ

る
チ
ア
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
の

発
表
が
あ
り

大
い
に
盛
り

あ
が
り
、各

地
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ

ン
バ
ー
と
触

れ
合
い
、懇

親
を
深
め
ま

し
た
。

　

去
る
９
月
５
日（
木
）、６
日（
金
）、７
日

（
土
）の
３
日
間
、正
副
会
長
の
計
５
名
で
、

第
51
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

鹿
児
島
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
鹿
児
島
県
下
の
女
性
会
の
お

も
て
な
し
と
名
産
品
を
中
心
と
し
た
地
域

の
魅
力
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、「
女
性
が
輝
く
社
会
」の
実
現
と
、女
性

が
持
つ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
と
実
践

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
て
取

り
組
む
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。

　

ま
た
、記
念
講
演
で
は
直
木
賞
を
初
め

多
く
の
文
学
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
作
家

の
林 

真
理
子 

氏
に「
私
の
仕
事
か
ら
」と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
を
い
た
だ
き
、改
め

て
私
た
ち
自
身
の「
仕
事
」へ
の
向
き
合
い

方
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

  
青
年
部
通
信

  

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
青
年
部
連
合
会

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
刈
谷
大
会
へ
参
加

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

鹿
児
島
全
国
大
会
へ
参
加
し
ま
し
た

懇親会

▲

▲総会
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いつもあなたのとなりに…

地元の事業者の強い味方
地域活性化連携ローン
「商工会議所・商工会」連携ローン

ホームページ　http://www.kitaiseueno-shinkin.jp/

※詳しくはお近くの営業店までお気軽にお問合せください。

亀山支店　℡０５９５-８２-２６１１

「絆」
き　ず　な

最高
５００万円 担保不要 第三者

保証人不要
最高

５００万円 担保不要 第三者
保証人不要

ア
ー
バ
ン
協
同
組
合

　

日
本
で
の
労
働
力
不
足
が
深
刻
に
な
る一方
、

技
能
実
習
生
を
め
ぐ
る
仕
組
み
は
日
々
複
雑
に

な
っ
て
い
ま
す
。私
た
ち
は
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
し

組
合
員
様
と
共
に
技
能
実
習
生
を
見
守
っ
て
い

き
ま
す
。

　

技
能
実
習
制
度
と
は
、開
発
途
上
国
へ
日
本

の
高
い
技
術
を
移
転
し
、そ
の
国
の
発
展
を
担

う「
人
づ
く
り
」制
度
で
す
。当
協
同
組
合
で
は
、

平
成
14
年
の
設
立
以
来
、東
南
ア
ジ
ア
を
中
心

に
約
１
０
０
０
名
近
い
若
者
を
技
能
実
習
生
と

し
て
受
け
入
れ
て
来
ま
し
た
。現
在
約
60
の
組

合
員
様
の
下
で
、畑
作
や
酪
農
、金
属
プ
レ
ス
や

溶
接
等
多
方
面
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。祖
国
に

会

員

紹

介

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

１１
月

１２
月

6日（水）
13日（水）
15日（金）
22日（金）
21日（土）
29日（金）

3日（火）
11日（水）
18日（水）
27日（金）

女性部委員会、役員会
青年部役員会
庶業部会なんでも相談会
青年部11月例会
工業・交通運輸・庶業・金融部会合同視察見学会
三重県知事講演会

無料経営相談会
青年部役員会
記帳継続指導
御用納め

（12月28日（土）～１月５日（日） 休業）

　

当
所
で
は
、地
域
課
題
の
解
決
や
中
小
・

小
規
模
事
業
者
育
成
の
た
め
、金
融
・
税
務
・

労
務
等
の
基
礎
的
支
援
や
情
報
化
、地
域
資

源
活
用
、商
工
業
振
興
等
、地
域
に
根
ざ
し

た
諸
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

亀
山
市
内
で
事
業
を
営
む
商
工
業
者
の

方
で
し
た
ら
、個
人
・
法
人
・
団
体
及
び
規

模
・
業
種
を
問
わ
ず
ご
入
会
い
た
だ
け
ま
す
。

　

年
会
費
は
、個
人
１
口
４
，０
０
０
円
、法

人
１
口
６
，５
０
０
円
で
、２
口
以
上
で
お

願
い
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
お
取
引
先
・
お
知
り
合
い

で
ま
だ
ご
入
会
を
い
た
だ
い
て
い
な
い
方

が
み
え
ま
し
た
ら
、是
非
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

会
員
入
会
紹
介
運
動
を

実
施
し
て
い
ま
す

新 入 会 員 紹 介
事業所名 所在地 営業内容

（商業部会）

ＮＡＶＹ ＢＬＵＥ 羽若町 コンテナ販売業

（工業部会）

ツカサ工業 みずほ台 溶接

（建設部会）

髙橋組 みずきが丘 型枠大工

㈲朋組 川崎町 建設業（重量鳶）

（観光サービス部会）

キッチンひなた 野村四丁目 軽食・弁当

㈱ひしゃかく 野村四丁目 居酒屋

（庶業部会）

和らぎ治療院 本町二丁目 療術業

錦
を
飾
る
べ
く
目
を
輝
か
せ
た
若
者
と
共
に
汗

を
流
す
こ
と
で
、職
場
に
も
活
気
が
生
ま
れ
た

と
い
う
声
も
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
一
度
お
気
軽
に
研
修
セ
ン

タ
ー
を
覗
き
に
来
て
く
だ
さ
い
。実
習
生
た
ち

が
元
気
に
お
迎
え
し
ま
す
。御
社
の
技
術
で
国

際
貢
献
を
！

住所
（事務所）亀山市野村町1789-16
　　　　TEL 0595-96-8250

（研修センター）亀山市本町3-15-17
http://urbanmie.com
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